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近年,医療の進歩により種々の妊娠合併症の管理が改善され,それに伴って,従来は不可能

であった挙児の希望がかなえられるようになってきた。しかし,それだけに一層重症の合併

症を持つ妊婦も増加しており,これらハイリスク妊娠の安全な管理は,周産期医学の重要な

課題である。 

本研究班は,その中でも糖尿病,甲状腺疾患,心疾患，精神神経疾患合併妊娠,及び早産を対

象に管理指針の設定を最終目標として研究を行った。 

研究成果は以下の如くである。 

A.糖尿病および糖代謝異常をともなう妊娠における母児安全管理 

①妊婦及び一般婦人のデータを分析し,1)標準体重表の選定,2)妊婦における 75ｇ経口ブ

トウ糖負荷試験正常域の設定,3)妊婦における HbA1 の正常域設定を行なった。 

②以上を基礎に以下の項目よりなる管理指針を作成した。1)糖尿病および糖代謝異常の分

類,2)妊娠時における糖代謝障害のスクリーニング,3)妊娠時におけるブドウ糖負荷試験の

判定基準,4)妊娠前の管理,5)妊娠中の管理,6)産褥の管理,7)新生児の管理 

B.甲状腺疾患合併妊娠の母児安全管理 

①統一プロトコールを作製し,それによる臨床データを集積し分析した。 

②妊娠,産褥,新生児各期における甲状腺ホルモン値及びその関連物質の正常域の設定を行

った。 

③以上の成績に基づき,1)パセドウ病,2)甲状腺機能低下症,3)橋本病の管理指針を作成し

た。 

C.循環器疾患合併妊娠の母児安全管理 

①各施設における実態調査を行ない,心疾患合併妊娠のリスクを分析した。 

②その結果をもとに,1)心疾患合併妊娠(一般)におけるチェックリストの作製，2)予後判定

の新しい試み,3)疾患別チェックリストの作製を行った。 

D.精神神経疾患合併妊娠の母児安全管理 

①癲病合併妊娠及び神経症合併妊娠の管理指針を作製し,保健指導の重要性を示した。 

②マタニティーブルーの実態を調査し,その発生を防止する対策を提示した。 

E.早産予防に関する研究 

①早産の発生原因及び,切迫早産における治療開始条件について検討した。 



②以上の成績に，1)早産の risk factor,2)tocolyois の適応と禁忌，3)tocolysisの実際,

を加えた管理指針を提出した。 


